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▼
厚
生
労
働
省

が
、
２
０
１
９

年
度
の
国
民
基

礎
調
査
の
概
況

を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
調

査
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・

年
金
・
所
得
な
ど
、
国
民
生

活
に
か
か
わ
る
基
礎
的
な
事

項
に
つ
い
て
調
べ
る
も
の
で

す
。
調
査
結
果
か
ら
は
多
く

の
国
民
が
貧
困
に
あ
え
い
で

い
る
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
高
齢
者

世
帯
に
つ
い
て
の
調
査
結
果

を
み
て
み
ま
し
た
▼
高
齢
者

世
帯
の
平
均
所
得
は
３
１
２

万
６
千
円
で
、
18
年
度
の
調

査
と
比
べ
22
万
３
千
円
減
り

ま
し
た
。
世
帯
主
の
年
齢
別

に
み
た
平
均
貯
蓄
額
は
65
歳

以
上
で
約
１
２
６
７
万
円
、

前
年
と
比
べ
43
・
４
％
減
っ

た
と
回
答
し
、
そ
の
理
由
は
、

日
常
生
活
へ
の
支
出
が
７
割

超
え
を
占
め
て
お
り
、
年
金

が
少
な
く
貯
蓄
を
取
り
崩
し

て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
す
。

高
齢
者
世
帯
で
も
、
貯
蓄
が

な
い
世
帯
が
14
・
３
％
に
上

り
ま
し
た
▼
介
護
分
野
の
調

査
で
は
、
要
介
護
者
と
同
居

す
る
主
な
介
護
者
は
65
歳
以

上
ど
う
し
が
59
・
７
％
、
75

歳
以
上
ど
う
し
が
33
・
１
％

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
で
最
高

で
す
。
介
護
利
用
料
が
重
す

ぎ
る
た
め
十
分
に
介
護
保
険

が
活
用
で
き
な
い
結
果
で
、

老
老
介
護
が
深
刻
に
な
っ
て

い
る
事
を
表
し
て
い
ま
す
。

（
編
集
委
員
・
篠
田

定
男
）

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
パ
テ
ィ
オ
で
は

し
ば
ら
く
は
利
用

日
数
と
時
間
の

短
縮
で
対
応

　

国
・
県
に
よ
る「
緊
急
事

態
宣
言
」
を
受
け
、
ま
ず

は
、
４
月
13
日（
月
）〜
５

月
６
日（
水
）の
間
、
利
用

者
と
職
員
の
安
全
を
守
る

た
め
に
「
開
所
日
・
時
間

の
短
縮
」、「
電
話
で
の
利

用
者
対
応
を
行
う
（
電
話

相
談
待
ち
と
通
所
が
で
き

な
く
な
る
こ
と
で
、
生
活

の
リ
ズ
ム
等
が
乱
れ
、
精

神
症
状
に
変
調
を
き
た
す

可
能
性
が
懸
念
さ
れ
る
方

へ
の
施
設
側
か
ら
の
電
話

で
の
対
話
）」
と
い
う
対

応
を
図
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
利
用
者
の
来

所
で
の
活
動
は
、
週
１
日

半
日
で
６
月
中
旬
ま
で
、

中
旬
以
降
は
週
５
日
半

日
、
７
月
か
ら
は
通
常
通

り
の
開
所
時
間
と
し
て
再

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

の
変
化
を
伺
う
）。
も
ち

ろ
ん
職
員
に
お
い
て
も
同

様
の
対
応
を
、
当
初
も
現

在
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
で
調
理
す
る
、

出
か
け
る
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
行
わ
ず
に
過
ご
し
ま

し
た
。
７
月
に
入
っ
て
か

ら
は
、「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

月
間
」
と
銘
打
っ
て
、『
ケ

ン
タ
ッ
キ
ー
・
フ
ラ
イ
ド
・

チ
キ
ン
』、『
銀
だ
こ
』『
ミ

ス
タ
ー
・
ド
ー
ナ
ツ
』
な

ど
を
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
し
ま

し
た
。
今
後
は
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
と
同
時
に
、
少
人
数

で
外
食
に
ト
ラ
イ
し
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
と
職
員
の

心
と
体
を
守
る

大
切
さ
を
意
識
し
て

　

こ
れ
ら
の
対
応
に
つ
い

て
、
国
、
県
の
動
向
を
見

守
り
、
三
郷
市
と
の
協
議

の
上
、
指
導
を
受
け
、
改

め
て
柔
軟
に
対
応
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

職
員
の
仕
事
上
の
意
欲

の
減
退
（
メ
ン
タ
ル
面
の

変
化
を
注
視
）
が
起
き
な

い
よ
う
に
、
利
用
者
と
同

時
に
職
員
の
安
全
を
守
る

大
切
さ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
中
、

強
く
意
識
さ
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

障
が
い
を
持
っ
た
方
た

ち
の
中
で
、
通
院
以
外
は

在
宅
で
閉
じ
こ
も
り
が
ち
、

社
会
と
交
流
す
る
機
会
も

な
く
、
誰
か
に
相
談
し
よ

う
に
も
相
手
の
い
な
い
方

達
が
い
ま
す
。
心
の
安
ら

ぎ
や
外
部
と
の
交
流
、
そ

し
て
相
談
が
で
き
る
場
を

提
供
し
よ
う
と
『
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
パ
テ
ィ

オ
』
は
２
０
１
３
年
７
月

に
開
所
し
ま
し
た
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
一

部
抜
粋
）

天
的
に
失
っ
た
組
織
の

形
態
的
、
あ
る
い
は
機

能
的
な
再
建
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。
形
態
の
再

建
と
し
て
は
、
乳
が
ん

切
除
後
の
乳
房
再
建
、

機
能
的
な
再
建
と
し
て

は
、
婦
人
科
系
の
癌
切

除
後
の
リ
ン
パ
浮
腫
に

対
す
る
リ
ン
パ
管
静
脈

吻
合
術
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

手
術
を
通
じ
て
、
患

者
様
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生

活
の
質
）
が
向
上
で
き

る
診
療
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
み
さ
と
健
和
ク
リ

ニ
ッ
ク
形
成
外
科
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

施
設
長 

今
野

正
裕

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
。
み
さ
と
健
和
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
、
形
成
外

科
の
外
来
を
担
当
し
て

い
ま
す
鈴
木
康
俊
と
申
し

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

当
院
の
外
来
で
は
、

ほ
く
ろ（
黒
子
）や
、
粉

瘤
腫
、
脂
肪
腫
な
ど
の

皮
膚
皮
下
腫
瘍
や
、
軟

部
腫
瘍
、
陥
入
爪
、
眼

瞼
下
垂
、
外
傷
、
瘢
痕

（
傷
痕
）な
ど
、
比
較
的

身
近
に
あ
る
体
表
疾
患

を
診
療
し
て
お
り
、
ま

た
、
局
所
麻
酔
で
対
応

可
能
な
も
の
は
日
帰
り

の
手
術
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
鼻
骨
骨
折
や
頬

骨
骨
折
な
ど
の
顔
面
骨

骨
折
や
、
大
き
い
腫
瘍

で
全
身
麻
酔
が
必
要
な

症
例
は
大
学
病
院
で
手

術
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

形
成
外
科
で
は
、
後

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
パ
テ
ィ
オ
の
紹
介

ま
す
。
ご
縁
を
い
た
だ
い

て
、
２
０
１
６
年
12
月
か

ら
、
獨
協
医
科
大
学
埼
玉

医
療
セ
ン
タ
ー
で
形
成
外

科
外
来
を
担
当
さ
せ
て
い

感
染
予
防
対
策
の

た
め
屋
外
活
動
も

取
り
止
め

　

感
染
対
策
と
し
て
は
、

利
用
者
に
は
、
マ
ス
ク

着
用
、
来
所
時
に
石
け

ん
で
の
手
洗
い
と
検
温

及
び
体
調
を
伺
う
こ
と

に
す
る
（
37
℃
以
上
の

場
合
は
、
細
か
く
体
調

健
和
会
の
医
療
と
介
護
の
事
業
を

支
え
る
協
同
基
金
（
無
利
息
）
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
お
問
い
合
わ
せ
》

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
８-

９
５
５-

７
８
７
２

鈴
木
康
俊
先
生

診
療
科
目
紹
介　
形
成
外
科

みんなでつくる医療・福祉ネットワーク

鈴木康俊先生（診察室にて）

今野施設長
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●上2段（①～⑤）は準備体操です。目安として「1,2,3,4,
　5,6,7,8」と数えながらゆっくりと行ってください。
　1セット3回です。途中で痛みを感じたら無理はし
　ないでください。
●下2段（⑥～⑫）は全身の筋力体操です。目安として10
回を1セットとしています。足踏み運動は連続50回が
　1セットです。体が慣れるまでは目安の数より少な
いところから始めてください。小まめに水分も取り
つつ無理のない範囲で行ってください。
●運動の最後には深呼吸をして体を整えてください。

　2020年度健康チャレンジが10月1日～11月30日の期間で始まります。みさと健和病院はHPH（健康増
進活動拠点病院）に指定されており、近隣の地域住民の方への保健衛生活動や、病院職員への健康増進など、
病院に関わる全ての人の健康づくりを支援することを目的としています。その中のひとつ、コロナ禍で外出
も控え気味な方への屋内でもできる運動をご紹介します。　　（写真は作業療法士・健和友の会事務局　庄司徹彦）

みんなでつくる医療・福祉ネットワーク

両手を組み、天井に向かって1～4と数えながらまっすぐに伸ばします。

顔や体は正面を向いたまま、1～4と数えながら伸ばした腕をゆっくりと横

にたおします。5～8と数えながらゆっくりと体を戻します。

片手を前に伸ばし、肘を伸ばしたまま内

側に入れます。もう片方の手で、下から

手首をつかみ、外側へ引っ張ります。終

わったら手をおろします。

片方の手で背もたれをつかみ、もう

片方の手で太ももの外側を押さえて

体をひねります。

片足を体の正面にまっすぐ伸ばし、かかと

を床につけます。つま先を自分の方に向け、

体を前にたおします。

両手を胸の間で合わせ、お互いに

押し合います。1回3秒が目安です。

胸の前で指を組み、お互いに横に

引き合います。1回3秒が目安です。

両かかとは床に着けたまま、つま先を上に持ち上げます。次に逆の

運動で、つま先は床に着けたまま、かかとを上に持ち上げます。そ

の時に両手で膝を下に押します。それぞれ1セット10回が目安です。

椅子の背もたれを持って背筋を伸ばした状態から、３秒かけて腰

を落とし３秒かけて腰を上げていきます。1セット10回が目安です。

かがんだ時に膝がつま先より前に出ないように注意してください。

椅
子
に
座
っ
た
姿
勢
で
足
踏
み
を
し
ま
す
。

左
右
の
腕
も
し
か
り
と
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

足
踏
み
連
続
50
回
が
目
安
で
す
。

① ②

⑤④
③

⑥ ⑦ ⑧ ⑨

⑩ ⑪ ⑫
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今
月︵
６
月
中
旬
～
７
月
初
旬
︶は

３
件
の
投
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
１
件
の

紹
介
で
す
。

▼﹁
病
院
内
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

使
え
る
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
を
作
っ
て
欲

し
い
。
テ
レ
ビ
カ
ー
ド
が
高
い
﹂
と

の
投
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ご
要
望
の
声
は
多
い

の
で
す
が
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
は
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
︵
安
全
性
︶
確
保
の
た

め
の
設
備
費
用
が
膨
大
な
た
め
当
院

で
は
導
入
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
テ

レ
ビ
カ
ー
ド
の
代
金
に
関
し
ま
し
て

は
委
託
し
て
い
る
会
社
が
設
定
し
て

お
り
ま
す
。
ご
意
見
と
し
て
承
り
、

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

︵
事
務
長
・
仁
井
谷 

光
︶

＜栄養＞

・エネルギー

 685kcal

・たんぱく質

 23.6g

・脂質 18.5g

・食塩相当量 2.9g

＜メニュー＞

・米飯    180g

・豚肉の紅茶煮と

彩り野菜

・素麺のお吸物

・冷し瓜生姜みそ

・七夕ゼリー

病
院
食（
行
事
食
）の
紹
介

　

行
事
食
は
、
入
院
中
で
も

季
節
を
感
じ
て
頂
け
る
よ
う

に
工
夫
を
凝
ら
し
た
病
院
食

で
す
。
月
に
一
度
提
供
さ
れ

ま
す
。

　

７
月
の
行
事
食
は
豚
肉
の

紅
茶
煮
で
す
。
紅
茶
を
使
う

こ
と
で
肉
の
臭
み
も
な
く
柔

ら
か
く
な
り
ま
す
。
素
麺
と

冷
し
瓜
生
姜
み
そ
も
夏
を
感

じ
さ
せ
る
一
品
で
す
。

（
編
集
部
）

や
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
苦
痛
を
少
し
で
も
軽
減
で
き

る
よ
う
、
心
配
な
時
は
い
つ
で
も

面
会
が
で
き
る
よ
う
環
境
を
整
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
医
療

機
関
や
施
設
と
の
連
携
も
行
っ
て

い
る
た
め
、
か
か
り
つ
け
医
や
施

設
の
方
が
入
院
中
の
様
子
を
見
に

来
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
「
患
者
家
族
に
寄
り

添
っ
た
安
全
安
楽
な
医
療
・
看
護

が
提
供
で
き
る
」
を
目
標
に
掲
げ
、

定
期
的
に
学
会
発
表
や
学
習
会

を
行
い
最
新
の
医
療
提
供
が
で
き

る
よ
う
努
め
、
患
者
さ
ん
や
ご
家

族
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

様
々
な
疾
患
の
患
者
さ
ん
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。

　

集
中
治
療
部
と
聞
く
と
「
閉
ざ

　

７
月
26
日（
日
）の
午
後
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
三
郷
お
あ
し
す
会
の

サ
ロ
ン
で
あ
る「
ひ
ま
わ
り
の

会
」
が
５
カ
月
ぶ
り
に
再
開
し

ま
し
た
。
天
候
が
不
安
定
で
雨

足
が
強
く
な
る
中
に
も
関
わ
ら

ず
、
32
名
の
方
が
来
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
再
開
に
あ
た
っ
て

は
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
の
消
毒
を

入
念
に
行
い
、
入
口
に
手
指
の

消
毒
液
の
設
置
と
非
接
触
型
検

温
器
に
よ
る
検
温
を
行
い
ま
し

た
。
椅
子
は
お
互
い
の
間
を
十

分
に
取
り
な
が
ら
向
か
い
合
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

開
始
初
め
に
ブ
ロ
ッ
ク
長
の

斎
藤
義
二
さ
ん
よ
り
挨
拶
が
あ

り
、
続
い
て
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ

ム「
き
み
ま
ろ
の
漫
談
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」

鑑
賞
を
行
い
ま
し
た
。
１
時
間

15
分
の
作
品
で
し
た
が
、
皆
さ

ん
マ
ス
ク
を
さ
れ
て
の
鑑
賞
で

大
声
で
の
笑
い
は
出
来
ま
せ
ん

が
、
常
に
笑
い
に
溢
れ
て
い
ま

し
た
。
観
終
わ
っ
た
後
の
感
想

で
は
、
皆
さ
ん
来
て
良
か
っ
た
、

次
回
は
別
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
て
み

た
い
と
口
々
に
仰
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
の
片
付
け
の
際
も
使

用
し
た
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
は
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
を
行
い
、
定
例

の
反
省
会
も
行
っ
て
８
月
以
降

の
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
の
検
討
も

行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
状

況
次
第
で
す
が
、
次
回
も
ま
た

楽
し
く
安
全
に
行
え
る
よ
う
準

備
は
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
高
州
東
町
役
員
・
建
部
由
利
子
）

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
の
影
響
で
、
例
年
通

り
の
行
進
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
７
月
10
日
、
例
年
通

り
三
郷
市
か
ら
ペ
ナ
ン
ト
と

募
金
の
協
力
を
受
け
、
要
請

事
項
な
ど
の
報
告
集
会
を
約

20
名
の
参
加
で
、
三
郷
中
央

駅
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
和
大
行
進
三
郷
地
域
実

行
委
員
会
で
は
、
三
郷
市
に

対
し
事
前
に
次
の
５
項
目
に

わ
た
る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

し
て
Ｖ
Ｈ
Ｓ
12
巻
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

11
巻
を
所
有
し
、
毎
年
夏
休

み
に
各
児
童
館
、
児
童
セ
ン

タ
ー
で
上
映
会
を
、
ま
た
毎

年
夏
休
み
に
「
親
子
平
和
施

設
見
学
会
」
を
実
施
し
て
い

る
。
図
書
館
で
は
夏
季
の
期

間
に
「
平
和
に
関
す
る
図
書

コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
す
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

一
層
の
充
実
を
求
め
る
と

と
と
も
に
、
引
き
続
き
憲
法

９
条
及
び
25
条
の
条
文
の
広

報
へ
の
掲
載
や
、
日
本
非
核

宣
言
自
治
体
協
議
会
へ
の
加

入
を
求
め
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

（
健
和
友
の
会
事
務
局
・

東
條

哲
二
）

※新型コロナウイルス感染拡大状況によっては中止となる場合もありますので、

 ご了承ください。保健講座は先着30名とさせていただきます。お越しの際

はマスク着用、手洗いまたは手指消毒をお願い致します。

三
郷
市
平
和
行
進

三郷市おあしす会地区サロン
「ひまわりの会」再開しました

　

集
中
治
療
部
で
は
、
三
郷
近
隣

に
住
む
重
症
な
方
や
大
き
い
手
術

後
の
方
な
ど
、
診
療
科
を
問
わ
ず

さ
れ
た
空
間
で
多
く
の

点
滴
や
器
械
類
が
付
い

て
い
る
患
者
さ
ん
が
入

院
し
て
い
る
場
所
」
と

想
像
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、
器
械
が
付
い
て

い
て
も
歩
い
た
り
お
話

し
も
で
き
、
笑
顔
で
穏

や
か
な
雰
囲
気
の
あ
る

部
署
で
す
。

　

大
切
な
人
の
急
な
入

院
は
、
患
者
さ
ん
だ
け

で
な
く
ご
家
族
の
身
体

や
心
に
も
大
き
な
不
安

2020
年

①
平
和
教
育
資
料
の
充
実
、

②
平
和
・
戦
争
絵
本
の
各
校

で
の
購
入
、
③
戦
跡
ツ
ァ
ー

の
充
実
、
④
平
和
都
市
宣
言

や
憲
法
９
条
及
び
25
条
の
条

文
の
三
郷
市
広
報
へ
の
掲
載
、

⑤
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協

議
会
へ
の
加
入
で
す
。

　

回
答
の
要
約
は
以
下
の
通

り
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
関

係
で
今
年
は
中
止
す
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
映
像
資
料
と

み
さ
と
健
和
病
院 

集
中
治
療
部

東
都
協
議
会
の
事
業
所
・
職
場
め
ぐ
り
⑰

師
長

和
田

里
美

集中治療部スタッフのみなさん
後方左が米田医師、前方左から2番目が和田師長

みんなでつくる医療・福祉ネットワーク



　いま、機関紙「健康のひろば」約9500部
を友の会の「手配り協力者」約470人で配
達しています。みなさんボランティアで、
毎月20日頃、ご近所の会員さんの分を配

布いただいています。受け持ちの部数はそ
れぞれで、5～6部の方もいらっしゃいま
す。できる範囲でお願いしています。お気
軽に友の会事務局までご連絡ください。

『手配り協力者』募集中

第 447 号（4）2020年8月25日

編

集

後

記

俳
句

文芸のひろば 俳句・川柳・短歌 募集
あて先：埼玉県三郷市鷹野4－494－1 みさと健和病院 健和友の会宛 締切：毎月15日

※作品掲載者には図書カード500円分を送付いたします。（投稿は1月1首で厳守願います）
▼
特
養
の
入
居
者
が
、
お
や

つ
を
食
べ
た
後
に
死
亡
し
た

事
故
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
て

い
た「
あ
ず
み
の
里
」裁
判
。

東
京
高
裁
は
一
審
の
有
罪
判

決
を
破
棄
し
て
逆
転
の
無
罪

判
決
を
言
い
渡
し
た
。
ど
の

施
設
で
も
起
こ
り
う
る
事
故

に
職
員
個
人
が
刑
事
責
任
を

負
わ
さ
れ
た
こ
と
で
、
介
護

現
場
は
委
縮
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
も
そ
も
多
数
の
利
用
者
を

少
数
の
職
員
で
ケ
ア
さ
せ
て

い
る
国
の
施
策
こ
そ
問
わ
れ

る
べ
き
だ
。

（
編
集
委
員
・
石
上

敦
久
）

　田舎から上京して結婚した
父母に育てられた私には、産
土（うぶすな）と呼べるような
ふるさとはない。洋服の仕立
てをして生計を立てている父
母を子どもの頃から間近で見
ていて、手に職をつけるとい
うのがどこか心の奥にあった
のであろう。
　医師を目指すというのは自
然なことだった。本当は総合
大学の医学部に入りたかった
が、学力と自宅からの通学と
いう条件のために医科大学に
通わざるをえなかった。そこ
で、入学してすぐに他大学と
の合同サークルを探して、お

　繰り返し観ている「ちりと
てちん」という朝ドラで五木
ひろしが「あ～あ、誰にもふ
るさとがある」と歌うが、そ
れを聴いて思い浮かべるのは、
文京区での地域活動や初期研
修である。

みさとホームケア診療所 所長 篠塚 雅也

　

集
ま
る
こ
と
も
ダ
メ
、
歌
う
こ

と
も
ダ
メ
と
な
っ
て
、「
う
た
う

会
ひ
ば
り
」
は
、
傷
つ
い
た
小
鳥

の
よ
う
。
７
月
に
は
恒
例
の
う
た

ご
え
喫
茶
も
開
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

と
に
か
く
顔
を
合
わ
せ
た
い
、

と
８
月
に
は
守
る
こ
と
を
守
っ
て

い
っ
し
ょ
に
音
楽
を
聞
き
、
歌
は

川
柳

茶の水女子大学と旧教育大学
（現在の筑波大学）をフィール
ドに活動している児童文化研
究会に入ることにした。自分
が地域を見る医者になろうと
思った原点もそこで学んだ。
その後、その地域の東京健生
病院で初期研修を始めた。

う
た
う
会
︵
ひ
ば
り
︶
サ
ー
ク
ル

▼
自
粛
が
解
除
さ
れ
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
０

に
な
っ
た
わ
け
で
は
無
い
の

で
気
を
緩
め
な
い
で
新
し
い

生
活
ス
タ
イ
ル
を
送
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
マ
ス
ク
は
大

事
だ
け
ど
、
熱
中
症
に
も
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

（
三
郷
市
鷹
野
・
古
畑
真
寿
美
）

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

と
て
も
不
安
な
毎
日
で
す
。

そ
ん
な
な
か
薬
が
無
く
な
り
、

病
院
か
ら
薬
局
に
処
方
箋
を

送
っ
て
頂
き
と
て
も
助
か
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
回
の
答
え
、

可
愛
ら
し
い
ア
マ
ガ
エ
ル
浮

か
び
和
み
ま
し
た
。

（
三
郷
市
早
稲
田
・米

村
美
代
子
）

▼
先
日
、
主
人
が
入
院
で
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
先
生

を
は
じ
め
看
護
師
さ
ん
に
も

と
て
も
良
く
し
て
い
た
だ
き

感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
皆

様
健
康
に
十
分
注
意
し
、
こ

れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
の
た
め

に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
八
潮
市
大
瀬
・
鹿
野
三
枝
子
）

▼
健
康
の
ひ
ろ
ば
が
ポ
ス
ト

に
入
り
、
コ
ロ
ナ
コ
ロ
ナ
で

外
出
も
ま
ま
な
ら
ず
寂
し
い

お
も
い
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

皆
様
の
情
報
が
入
り
、
明
る

い
気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。

今
後
共
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
葛
飾
区
水
元
・
和
田

寿
恵
）

▼
コ
ロ
ナ
で
外
出
も
少
な
く

な
り
、
人
と
会
話
す
る
事
も

控
え
目
に
な
っ
た
の
で
、「
健

康
の
ひ
ろ
ば
」を
音
読
で
読

む
よ
う
に
心
が
け
、
な
る
べ

く
声
を
出
す
よ
う
に
し
て
お

り
ま
す
。

（
三
郷
市
彦
成
・
水
田

芳
子
）

口
ず
さ
む
程
度
な
ら
、
と
計
画
し

て
み
ま
し
た
。

　

伊
藤
先
生
の
指
導
と
榎
本
先
生

の
ピ
ア
ノ
で
「
贅
沢
な
会
ね
」
と

言
わ
れ
な
が
ら
、
最
近
で
は
参
加

者
の
皆
さ
ん
の
中
に
体
調
不
良
の

人
が
出
て
し
ま
っ
て
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
と
は
違
っ

て
、
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
歌
う

の
で
、
自
分
は
そ
ん
な
に
歌
が
う

ま
く
な
い
か
ら
と
い
う
心
配
は
ご

無
用
。
歌
が
好
き
な
方
、
ど
う
ぞ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
男
性
も
ま

だ
少
な
い
の
で
ぜ
ひ
。
サ
ー
ク
ル

と
言
っ
て
も
、
き
っ
ち
り
と
し
た

会
員
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
ち

ょ
っ
と
体
験
」
も
大
歓
迎
で
す
。

第
３
月
曜
日
午
後
、
９
月
か
ら
は

定
例
会
と
し
て
、
ま
た
楽
し
く
集

う
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

サ
ー
ク
ル
活
動
紹
介

水
元
・
東
金
町
ブ
ロ
ッ
ク 

水
谷

広
子

病
院
に
ラ
ン
タ
ナ
植
ゑ
る
薬
の
日幕

田 

涼
代

カ
タ
バ
ミ
の
踏
ま
れ
て
も
咲
く
黄
金
色

川
上 
 

寛

百
日
紅
百
年
の
夏
語
り
継
ぐ

森
井 

征
之

拝
啓 

安
倍
晋
三
様

襟
正
す
襟
を
何
枚
持
っ
て
る
の

柳
沢 

健
二

い
に
し
え
の
井
戸
塀
議
員
死
語
に
な
り

中
島 
 

亨

白
杖
の
老
婆
と
マ
ス
ク
空
に
映
え池

澤 
 

忠

自
分
が
進
む
医
療
の
原
点
を
学
ん
だ
街｜

東
京
都
文
京
区｜

みんなでつくる医療・福祉ネットワーク

文 芸 の ひ ろ ば

読

者

の

便

り




